
長
田
頴
�
著

世
界
�
の
中
の
�
代
日
韓
關
係

糟

谷

憲

一

一

本
書
の
著
者
で
あ
る
長
田
頴
�
氏
は
︑
�
代
の
米
�
關
係
�
・
日
�
關
係

�
の
硏
究
者
で
あ
り
︑
す
で
に
二
册
の
專
門
書
︑﹃
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
と
韓
國

︱
︱
韓
國
保
護
國
	
と
米
國
﹄
(未
來
社
︑
一
九
九
二
年
)︑

﹃
日
本
の
�
鮮
瓜
治
と
國
際
關
係

︱
︱
�
鮮
獨
立

動
と
ア
メ
リ
カ

一

九
一
〇−

一
九
二
二
﹄
(�
凡
社
︑
二
〇
〇
五
年
)
を
刊
行
さ
れ
て
い
る
ほ

か
︑
多
く
の
硏
究
論
�
を
發
表
さ
れ
て
い
る
︒

本
書
は
︑
一
九
世
紀
�
ば
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際

關
係
の
展
開
を
日
�
關
係
を
中
心
に
し
て
槪
觀
し
た
も
の
で
あ
り
︑
著
者
が

﹁
あ
と
が
き
﹂
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
﹁
�
�
�
な
槪
說
書
﹂
で
あ
る
︒
し

か
し
︑﹁
�
�
﹂
で
あ
る
と
い
っ
て
も
︑
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
硏
究
成
果
が

隨
�
の
敍
述
に
活
か
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
歷
�
上
の
�
擇
の
問
題
な
ど
に
關

わ
っ
て
一
步
踏
み
�
ん
だ
發
言
を
さ
れ
て
い
る
箇
�
も
あ
っ
て
︑
特
色
あ
る

著
書
と
な
っ
て
い
る
︒
本
書
の
卷
末
に
あ
る
﹁
�
�
參
考
・
引
用
�
獻
﹂
の

リ
ス
ト
を
見
て
︑
未
讀
の
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
︑
著
者
が
ど
の
よ
う
に

先
行
硏
究
を
踏
ま
え
て
本
書
を
執
筆
さ
れ
た
の
か
︑
分
か
り
か
ね
る
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
た
�
第
で
あ
る
が
︑
本
書
の
特
色
を
紹

介
し
︑
あ
わ
せ
て
い
く
つ
か
の
�
見
を
述
べ
て
︑
書
�
と
す
る
こ
と
に
し
た

い
︒

二

本
書
の
�
成
は
︑
�
の
と
お
り
で
あ
る
︒
 
の
レ
ベ
ル
ま
で
示
し
て
︑
�

成
の
特
色
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
︒

は
じ
め
に

第
一
違

�
鮮
の
開
國
と
當
時
の
國
際
!
勢

1

東
ア
ジ
ア
國
際
秩
序
の
"
壞
と
�
鮮

2

日
本
に
お
け
る
倒
幕
・
#
治
維
怨
と
�
鮮

3

｢征
韓
論
﹂
の
擡
頭
と
日
�
修
好
條
規
の
閲
結

4

�
鮮
問
題
の
﹁
國
際
	
﹂

5

�
鮮
を
め
ぐ
る
日
淸
對
立
・
淸
國
の
優
越
と
�
鮮

第
二
違

日
淸
・
日
露
戰
爭
と
�
鮮

(
韓
國
)

1

日
淸
戰
爭
と
�
鮮

2

日
淸
戰
爭
後
の
�
鮮

(
韓
國
)
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
優
越

3

日
英
同
&
・
日
露
'
涉
と
韓
國
問
題

4

日
露
戰
爭
と
韓
國
問
題

第
三
違

韓
國
に
お
け
る
日
本
の
荏
配
權
の
確
立
と
列
國

1

日
本
の
韓
國
保
護
國
	
と
國
際
關
係

2

韓
國
で
の
﹁
瓜
監
政
治
﹂
の
展
開
と
列
強

3

日
本
の
韓
國
)
合
と
國
際
關
係

第
四
違

日
本
の
�
鮮
瓜
治
の
開
始
と
國
際
關
係

1

日
本
の
�
鮮
﹁
武
斷
瓜
治
﹂
の
開
始
と
國
際
關
係

2

國
際
!
勢
の
變
動
と
三
・
一

動
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3

三
・
一

動
の
展
開
・
鎭
壓
と
國
際
關
係

4

日
本
の
�
鮮
﹁
�
	
政
治
﹂
の
展
開
と
�
鮮
獨
立

動
の
繼
續

5

ワ
シ
ン
ト
ン
會
議
お
よ
び
﹁
極
東
勞
働
者
大
會
﹂
と
�
鮮
問
題

6

關
東
大
震
災
と
�
鮮
人

7

｢
�
	
政
治
﹂
*
の
�
鮮
と
日
本
の
對
應

第
五
違

國
際
!
勢
の
緊
+
と
�
鮮
の
﹁
大
陸
兵
站
基
地
﹂
	

1

萬
寶
山
事
件
お
よ
び
滿
洲
事
變
と
�
鮮
問
題

2

�
鮮
の
﹁
大
陸
兵
站
基
地
﹂
	
と
國
際
關
係

3

日
中
戰
爭
の
開
始
と
�
鮮
問
題

第
六
違

日
本
の
�
鮮
瓜
治
の
,
焉
と
�
鮮
の
南
北
分
斷

1

日
本
の
�
鮮
﹁
皇
民
	
政
策
﹂
と
國
際
關
係

2

太
�
洋
戰
爭
の
開
戰
と
�
鮮

3

太
�
洋
戰
爭
の
展
開
と
�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
關
係

4

日
本
の
敗
戰
・
�
鮮
瓜
治
の
,
焉
と
�
鮮
問
題

お
わ
り
に

三

�
に
各
違
の
內
容
を
紹
介
し
よ
う
︒
目
�
で
は
 
は
單
に
1
︑
2
⁝
⁝
と

い
う
表
記
で
あ
る
が
︑
紹
介
�
を
讀
み
や
す
く
す
る
た
め
︑
第
一
 
︑
第
二

 
⁝
⁝
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
︒

｢は
じ
め
に
﹂
は
︑
三
韓
時
代
か
ら
七
世
紀
ま
で
の
�
鮮
と
日
本
︑
モ
ン

ゴ
ル
・
元
と
高
麗
・
日
本
︑
�
鮮
王
�
と
日
本
︑
の
三
つ
の
時
*
に
分
け
て
︑

日
�
關
係
の
推
移
を
槪
觀
し
て
い
る
︒

第
一
違
は
︑
豐
臣
秀
吉
の
�
鮮
.
攻

(壬
辰
・
丁
酉
倭
亂
)
か
ら
日
淸
戰

爭
/
ま
で
の
日
�
關
係
︑
�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
!
勢
を
0
っ
て
い
る
︒

ま
ず
︑
壬
辰
・
丁
酉
倭
亂
︑
江
戶
幕
府
成
立
後
の
日
�
關
係
︑
�
鮮
�
信

使
︑
東
ア
ジ
ア
國
際
シ
ス
テ
ム
の
特
2
︑
淸
國
・
日
本
の
開
國
・
西
歐
國
際

法
シ
ス
テ
ム
へ
の
3
入
︑
大
院
君
政
權
が
歐
米
の
攻
勢
を
擊
5
し
た
こ
と
に

よ
る
�
鮮
の
開
國
の
遲
れ
が
︑
五
頁
ほ
ど
の
紙
數
で
略
述
さ
れ
る

(第
一

 
)︒つ

い
で
︑
日
本
の
#
治
政
府
の
外
'
課
題
が
條
6
改
正
と
周
邊
地
域
と
の

關
係
の
8
整

(
國
境
劃
定
と
外
'
一
元
	
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
說
#
し
た
上

で

(第
二
 
)︑
�
鮮
へ
の
﹁
王
政
復
古
﹂
�
吿
と
�
鮮
側
の
書
契
;
取
拒

否
︑﹁
征
韓
論
﹂
の
展
開
︑
�
鮮
に
お
け
る
大
院
君
の
5
陣

(癸
酉
政
變
)︑

理
事
官
森
山
茂
の
對
�
鮮
'
涉
と
そ
の
頓
挫
︑
江
華
島
事
件
︑
艦
<
=
>
を

背
景
と
す
る
日
�
修
好
條
規
の
8
印
の
過
?
を
述
べ
る

(第
三
 
)︒

日
�
修
好
條
規
8
印
後
に
つ
い
て
は
︑
修
信
使
金
弘
集
一
行
の
日
本
訪
問
︑

�
鮮
政
府
の
對
歐
米
開
國
方
針
へ
の
轉
奄
︑
米
�
修
好
�
商
條
6
の
8
印

(第
四
 
)
︑
一
八
八
一
年
か
ら
の
�
代
	
政
策
へ
の
着
手
︑
壬
午
軍
亂
︑
濟

物
浦
條
6
・
日
�
修
好
條
規
續
6
の
8
印
︑
淸
國
の
影
@
力
の
增
大
︑
甲
申

政
變
︑
甲
申
政
變
後
に
お
け
る
淸
國
の
宗
�
權
の
強
	
︑
井
上
馨
の
﹁
�
鮮

辨
法
八
箇
條

(
日
淸
共
同
の
�
鮮
保
護
	
)
提
案
と
李
鴻
違
の
拒
否
︑
防
穀

令
事
件
︑
山
縣
C
D
の
﹁
外
'
政
略
論
﹂
(�
鮮
﹁
利
益
線
﹂
論
)(第
五
 
)

を
︑
順
�
0
っ
て
い
る
︒

第
二
違
は
︑
甲
午
農
民
戰
爭
・
日
淸
戰
爭
か
ら
日
露
戰
爭
ま
で
の
時
*
の
︑

�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
關
係
を
0
っ
て
い
る
︒
一
八
九
七
年
一
〇
F
に
國
號
が

﹁
大
韓
﹂
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
本
違
の
題
名
で
は
﹁
�
鮮

(韓
國
)
﹂

と
い
う
竝
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

ま
ず
︑
日
淸
戰
爭
の
,
結
ま
で
の
時
*
に
つ
い
て
︑
金
玉
均
の
G
殺
︑
甲

午
農
民
戰
爭
︑
日
淸
の
�
鮮
出
兵
︑
日
本
軍
の
景
福
宮
奇
襲
︑
日
淸
開
戰
と
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宗
屬
關
係
の
否
定
︑
甲
午
改
革
を
軸
に
說
#
し
て
い
る

(第
一
 
)︒

つ
い
で
︑
日
淸
戰
爭
後
か
ら
日
露
戰
爭
ま
で
の
複
雜
な
動
向
を
︑
下
關
條

6
・
三
國
干
涉
︑
遼
東
J
付
の
衝
擊
に
よ
る
金
弘
集
總
理
大
臣
の
辭
職
︑
朴

泳
孝
の
再
K
命
︑
閔
妃
=
・
歐
米
=
の
起
用
︑
閔
妃
殺
L
︑
斷
髮
令
︑
初
*

義
兵
の
蜂
起
︑
高
宗
の
ロ
シ
ア
公
使
館
へ
の
移
動

(露
館
播
�
)︑
ロ
シ
ア

の
優
越
︑
歐
米
へ
の
利
權
讓
渡
︑
小
村
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
覺
書
な
ど
に
よ
る
日

露
の
協
8
︑
獨
立
協
會
の
設
立
︑
高
宗
の
皇
N
卽
位
︑
ロ
シ
ア
の
ス
ペ
イ
エ

ル
公
使
の
着
任
と
權
益
擴
大
︑
獨
立
協
會
の
反
露
闘
爭
︑
西
・
ロ
ー
ゼ
ン
協

定
の
閲
結
︑
獨
立
協
會
の
改
革

動
の
挫
折
と
強
制
�
解
散
︑
大
韓
國
國
制

の
公
布
な
ど
の
順
に
︑
分
か
り
や
す
く
說
#
し
て
い
る

(第
二
 
)︒

日
露
開
戰
に
至
る
過
?
は
︑
列
強
の
租
借
權
獲
得
な
ど
に
よ
る
中
國
分
割
︑

義
和
團
戰
爭
と
ロ
シ
ア
の
滿
洲
占
領
︑
一
九
〇
〇
年
七
F
の
韓
國
に
お
け
る

勢
力
範
圍
確
定
の
た
め
の
ロ
シ
ア
提
案
︑
高
宗
の
韓
國
中
立
	
模
索
︑
日
英

同
&
︑
一
九
〇
二
年
三
F
の
淸
國
・
韓
國
獨
立
に
關
す
る
露
佛
共
同
宣
言
︑

ロ
シ
ア
在
外
外
'
官
た
ち
に
よ
る
韓
國
中
立
	
案
の
失
敗
︑
日
露
'
涉
︑
韓

國
政
府
の
開
戰
時
中
立
の
申
し
入
れ
な
ど
の
順
に
說
#
さ
れ
て
い
る

(第
三

 
)︒
一
九
〇
〇
年
七
F
の
ロ
シ
ア
提
案
︑
露
佛
共
同
宣
言
︑
ロ
シ
ア
在
外

外
'
官
た
ち
の
韓
國
中
立
	
案
な
ど
は
︑
從
來
の
�
�
に
は
觸
れ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
り
︑
高
宗
の
動
き
を
含
め
て
韓
國
中
立
	
模
索
に
つ
い
て
の

敍
述
は
詳
し
い
︒
國
際
關
係
�
硏
究
者
と
し
て
の
著
者
の
本
領
が
よ
く
發
揮

さ
れ
て
い
る
︒

第
四
 
は
日
露
戰
爭
中
の
時
*
を
0
っ
て
い
る
︒
冒
頭
︑
韓
國
に
お
け
る

中
立
の
Q
守
に
は
ふ
れ
よ
う
と
し
な
い
列
國
の
態
度
を
/
に
し
て
︑
日
本
は

旣
成
事
實
づ
く
り
を
圖
っ
た
と
指
摘
し
た
上
で
︑
日
韓
議
定
書
の
8
印
︑
韓

國
の
對
露
國
'
斷
絕
︑
一
九
〇
四
年
五
F
の
日
本
政
府
の
對
韓
方
針
閣
議
決

定
︑
第
一
�
日
韓
協
6
8
印
と
英
米
の
日
本
荏
持
︑
日
本
政
府
の
竹
島
3
入

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒

第
三
違
は
︑
韓
國
保
護
國
	
か
ら
﹁
韓
國
)
合
﹂
ま
で
の
日
本
の
荏
配
權

確
立
過
?
を
0
っ
て
い
る
︒

ま
ず
︑
一
九
〇
五
年
四
F
の
保
護
權
樹
立
の
日
本
政
府
閣
議
決
定
か
ら
一

一
F
の
第
二
�
日
韓
協
6

(保
護
條
6
)
8
印
の
過
?
を
詳
し
く
述
べ
て
い

る

(第
一
 
)︒
桂
・
タ
フ
ト
協
定

(
七
～
八
F
)︑
第
二
回
日
英
同
&

(八

F
)
に
よ
っ
て
︑
英
米
が
日
本
に
よ
る
韓
國
保
護
國
	
を
荏
持
し
た
こ
と
に

つ
い
て
︑
著
者
は
﹁
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
︑
韓
國
問
題
に
つ
い
て
の
日
英
米
の

﹁
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
封
じ
�
め
體
制
﹂
が
確
立
し
た
﹂
(
七
五
～
七
六
頁
)
と

し
て
い
る
︒
日
英
米
に
よ
る
共
同
抑
壓
の
性
格
を
よ
く
表
現
し
た
も
の
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
高
宗
が
米
�
條
6
第
一
條
の
﹁
周
旋
條
項
﹂
に

よ
っ
て
米
國
へ
T
助
�
U
を
お
こ
な
っ
た
け
れ
ど
も
︑
米
政
府
首
腦
は
韓
國

は
自
立
不
能
で
あ
る
と
の
V
斷
に
立
ち
︑
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大

瓜
領
は
�
U
を
拒
否
し
た
こ
と
に
つ
い
て
︑
詳
し
く
觸
れ
て
い
る
︒

第
二
 
は
︑
保
護
國
*
を
0
い
︑
瓜
監
府
の
設
置
と
﹁
改
革
﹂
︑
愛
國
W

蒙

動
と
義
兵
闘
爭
︑
高
宗
の
第
二
�
日
韓
協
6
否
X
と
ハ
ー
グ
密
使
事
件
︑

高
宗
の
強
制
5
位
と
第
三
�
日
韓
協
6
︑
ロ
シ
ア
が
韓
國
に
お
け
る
日
本
の

地
位
を
X
め
た
第
一
回
日
露
協
6
の
閲
結
︑
日
米
紳
士
協
6
に
よ
る
日
本
か

ら
の
米
國
へ
の
移
民
の
自
�
規
制
と
�
鮮
へ
の
日
本
人
移
民
の
擴
大
促
Y
の

た
め
の
東
洋
拓
殖

(東
拓
)
の
設
立
な
ど
を
述
べ
て
い
る
︒
日
本
人
の
米
國

移
民
の
自
�
規
制
と
�
鮮
へ
の
移
民
增
加
の
企
圖
と
を
關
聯
づ
け
て
把
握
す

る
こ
と
を
#
示
し
て
い
る
の
が
︑
特
2
で
あ
る
︒

第
三
 
は
︑
一
九
〇
九
年
か
ら
Y
む
﹁
韓
國
)
合
﹂
へ
の
過
?
を
0
っ
て

い
る
︒
一
九
〇
九
年
に
發
足
し
た
米
國
タ
フ
ト
政
權
が
︑
滿
洲
鐵
Z
﹁
中
立
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﹂
提
案
な
ど
に
よ
っ
て
︑﹁
ド
ル
外
'
﹂
を
滿
洲
に
波
[
さ
せ
た
こ
と
に

對
し
て
︑
日
本
は
﹁
ド
ル
外
'
﹂
の
波
が
韓
國
に
ま
で
[
び
か
ね
な
い
と
危

惧
の
念
を
い
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
︑
)
合
を
\
い
だ
と
︑
著
者
は
論
じ
て
い

る

(九
〇
～
九
一
頁
)︒

第
四
違
は
︑
一
九
一
〇
年
代
︑
二
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
�
鮮
に
對
す

る
]
民
地
荏
配
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
國
際
關
係
を
0
っ
て
い
る
︒
七
 
五
一
頁

に
[
び
︑
�
も
長
い
違
で
あ
る
︒

ま
ず
︑
一
九
一
〇
年
代
の
﹁
武
斷
瓜
治
﹂
の
時
*
を
0
っ
て
い
る

(第
一

 
)︒
國
號
と
皇
N
等
の
稱
號
の
變
^
︑﹁
韓
國
)
合
﹂
と
外
國
と
の
關
係

(現
行
關
稅
`
の
今
後
一
〇
年
閒
の
維
持
な
ど
)︑
�
鮮
總
督
府
の
設
置
︑
憲

兵
政
治

(憲
兵
警
察
制
度
)︑
土
地
8
査
事
業
な
ど
︑
基
本
�
事
項
に
つ
い

て
述
べ
た
後
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
寺
內
總
督
G
殺
事
件
﹂
(﹁
一
〇
五
人
事
件
﹂)︑

海
外
に
お
け
る
獨
立

動
に
つ
い
て
詳
し
く
觸
れ
て
い
る
︒﹁
一
〇
五
人
事

件
﹂
に
つ
い
て
は
︑
一
九
一
一
年
の
﹁
事
件
﹂
發
生
か
ら
一
五
年
の
,
息
ま

で
の
經
雲
を
跡
づ
け
︑
日
本
側
が
�
鮮
在
c
米
國
人
宣
敎
師
が
e
捕
者
の
背

後
に
あ
る
と
疑
っ
て
︑
兩
者
閒
に
f
擦
が
生
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
海

外
の
獨
立

動
は
︑
閒
島
︑
ロ
シ
ア
︑
米
國
に
大
別
し
て
述
べ
て
い
る
︒
こ

の
後
に
︑
�
鮮
に
お
け
る
抑
壓
と
し
て
︑
�
鮮
笞
𠛬
令
︑
會
社
令
︑
�
鮮
敎

育
令
に
言
[
し
て
い
る
︒

第
二
 
は
︑
第
一
�
世
界
大
戰
末
*
以
影
に
お
け
る
國
際
!
勢
の
變
動
と

そ
の
下
で
起
き
た
三
・
一

動
を
0
っ
て
い
る
︒
米
國
大
瓜
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
戰
後
國
際
政
治
體
制
�
想
︑﹁
一
四
箇
條
﹂
の
提
案
︑
民
族
自
決
�
義
に

つ
い
て
丁
寧
な
說
#
を
加
え
た
後
︑
�
鮮
に
お
け
る
﹁
一
四
箇
條
﹂
報
Z
︑

東
京
留
學
生
の
獨
立

動
︑
�
鮮
に
お
け
る
三
・
一

動
の
準
備
過
?
に
つ

い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
︒
續
い
て
第
三
 
は
︑
三
・
一

動
の
展
開
過
?

と
日
本
の
鎭
壓
策
︑
在
外
�
鮮
人
の
活
動

(
米
國
︑
パ
リ
︑
中
國
に
お
け
る

活
動
)︑
原
敬
日
本
首
相
に
よ
る
﹁
�
鮮
瓜
治
改
革
﹂
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
︒
日
本
側
は
三
・
一

動
の
原
因
が
﹁
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
民
族
自
決
�

義
﹂
と
﹁
在
�
米
國
人
宣
敎
師
の
h
動
﹂
と
い
う
二
つ
の
﹁
米
國
�
因
﹂
で

あ
る
と
考
え
た
こ
と
︑
ま
た
凄
慘
な
彈
壓
に
對
す
る
米
國
人
宣
敎
師
た
ち
の

批
V
が
あ
り
︑
原
敬
は
日
米
關
係
の
改
善
の
た
め
に
も
﹁
�
鮮
瓜
治
改
革
﹂

に
着
手
し
た
こ
と
を
︑
著
者
は
指
摘
し
て
お
り

(
一
一
八
～
一
九
頁
)︑

三
・
一

動
と
﹁
�
	
政
治
﹂
へ
の
轉
奄
を
理
解
す
る
た
め
に
は
︑
日
米
關

係
を
考
慮
す
る
必
�
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
第
四
 
は
︑
日
本
の
怨

た
な
]
民
地
瓜
治
策
で
あ
る
﹁
�
	
政
治
﹂
と
ロ
シ
ア
領
・
滿
洲
に
お
け
る

獨
立

動
を
0
っ
て
い
る
︒

第
五
 
は
︑
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
國
際
會
議
︑
ワ

シ
ン
ト
ン
會
議
・
極
東
勞
働
者
大
會
と
�
鮮
獨
立

動
と
の
關
係
を
0
っ
て

い
る
︒
本
 
の
冒
頭
で
は
︑
一
九
二
〇
年
八
F
に
お
け
る
米
國
上
下
兩
院
議

員
團
の
�
鮮
訪
問
に
觸
れ
︑
單
な
る
物
見
i
山
で
あ
っ
た
が
︑
�
鮮
に
對
し

て
示
し
た
一
定
の
﹁
同
!
心
﹂
は
︑
米
國
に
對
す
る
�
鮮
の
*
待
を
つ
な
ぎ

と
め
る
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て
い
る
︒
つ
い
で
︑
米
國
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
政

權
が
呼
び
か
け
た
ワ
シ
ン
ト
ン
會
議

(
一
九
二
一
～
二
二
年
)
に
際
し
て
︑

�
鮮
人
獨
立

動
家
が
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
政
權
に
對
し
て
�
鮮
問
題
を
取
り
上

げ
る
こ
と
を
働
き
か
け
た
こ
と
︑
し
か
し
︑
米
國
は
日
本
の
自
發
�
な
讓
步

を
j
ん
だ
の
で
︑
重
�
度
が
低
い
と
映
る
一
方
で
︑
日
本
が
8
が
る
�
鮮
問

題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
他
方
︑
一
九

二
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
極
東
勞
働
者
大
會
に
は
多
く
の
獨
立

動

家
が
參
加
し
︑
論
議
・
決
議
で
�
鮮
の
立
場
が
荏
持
さ
れ
︑
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
へ
の
*
待
が
た
か
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
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第
六
 
は
︑
一
九
二
三
年
の
關
東
大
震
災
時
に
起
き
た
﹁
�
鮮
人
殺
L
﹂

に
つ
い
て
︑
獨
立
の
 
と
し
て
0
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
ウ
ッ
ズ
k
日
米
國
大

使
が
︑﹁
こ
の
よ
う
な
お
そ
る
べ
き
大
l
殺
が
白
晝
公
然
と
行
な
わ
れ
て
い

る
日
本
と
い
う
國
は
︑
斷
じ
て
�
#
國
と
X
め
ら
れ
な
い
﹂
と
述
べ
た
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
の
は

(一
三
五
頁
)︑
貴
重
で
あ
る
︒

第
七
 
は
︑
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
�
鮮
の
獨
立

動
の
動
向
と
I
P

R
參
加
問
題
を
0
っ
て
い
る
︒
/
者
に
關
し
て
は
︑
上
海
の
大
韓
民
國
臨
時

政
府
の
﹁
內
訌
﹂
と
金
九
に
よ
る
立
て
直
し
︑
�
鮮
共
產
黨
︑
民
立
大
學
設

立

動
︑
光
州
學
生
事
件
を
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
︒
�
鮮
總
督
府
に
よ

る
�
鮮
人
C
力
者
懷
柔
策
︑
總
督
府
怨
廳
舍
の
竣
工
︑
日
本
國
內
の
�
�
�

擧
實
施
と
親
日
團
體
相
愛
會
の
朴
春
琴
の
衆
議
院
議
員
�
擧
當
�
な
ど
に
紙

數
を
割
い
て
い
る
の
も
特
2
で
あ
る
︒
I
P
R

(太
�
洋
問
題
8
査
會
)
は
︑

米
國
Y
M
C
A
事
務
局
の
�
n
に
よ
り
一
九
二
五
年
に
o
太
�
洋
地
域
問
題

の
8
査
硏
究
を
目
�
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
�
鮮
I
P

R
の
會
議
參
加
は
日
本
I
P
R
の
同
�
が
必
�
と
さ
れ
︑
三
一
年
に
は
特
別

0
い
を
求
め
た
�
鮮
I
P
R
の
�
求
が
;
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
︑
以

影
の
代
表
=
>
を
し
な
く
な
っ
た
經
雲
に
つ
い
て
︑
詳
し
く
述
べ
て
い
る
︒

第
五
違
は
︑
滿
洲
事
變
以
後
の
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
�
鮮
の
動
向
︑

お
よ
び
日
中
戰
爭
開
始
後
の
戰
爭
へ
の
�
鮮
の
動
員
を
0
っ
て
い
る
︒

ま
ず
︑
滿
洲
事
變
開
始
直
/
に
滿
洲
で
起
き
た
萬
寶
山
事
件
と
�
鮮
に
お

け
る
排
中

動
︑
滿
洲
事
變
と
滿
洲
國
の
円
國
︑
韓
人
愛
國
團
に
よ
る
櫻
田

門
事
件
・
上
海
虹
口
公
園
爆
彈
事
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

(第
一
 
)︒

萬
寶
山
事
件
と
排
中

動
︑
韓
人
愛
國
團
の
行
動
に
つ
い
て
の
敍
述
は
詳
し

い
︒つ

い
で
︑
一
九
三
〇
年
代
の
狀
況
と
し
て
︑
�
鮮
總
督
府
の
農
村
振
興


動
︑
日
本
q
本
の
Y
出
︑
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
と
す
る
日
違
旗

抹
r
報
Z
事
件
︑
臨
時
政
府
の
軍
事
組
織
づ
く
り
の
開
始
︑
米
國
企
業
經
營

の
雲
山
金
鑛
へ
の
壓
+
の
開
始
︑
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
沿
海
洲
居
c
�
鮮
人

の
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
強
制
移
c
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

(第
二
 
)︒
日
違

旗
抹
r
事
件
以
後
の
敍
述
は
︑
日
本
に
お
け
る
從
來
の
�
�
で
は
敍
述
量
が

少
な
い
か
︑
雲
山
金
鑛
問
題
や
�
鮮
人
の
中
央
ア
ジ
ア
強
制
移
c
な
ど
の
よ

う
に
盛
り
�
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
︑
獨
自
性
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
︒

た
だ
し
︑
臨
時
政
府
の
軍
事
組
織
づ
く
り
が
日
違
旗
抹
r
事
件
と
同
じ
項
に

敍
述
さ
れ
て
い
る
點
に
は
︑
�
成
上
の
無
理
を
感
じ
る
︒

第
三
 
は
︑
�
鮮
陸
軍
特
別
志
願
兵
令
か
ら
2
兵
制
實
施
へ
と
展
開
す
る

�
鮮
人
の
兵
力
と
し
て
の
動
員
︑
一
九
四
五
年
の
參
政
權
付
與
︑
�
鮮
人
の

勞
働
力
動
員
︑
臨
時
政
府
の
重
慶
移
轉
と
滿
洲
の
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
︑﹁
從

軍
慰
安
t
﹂︑
一
九
三
九
年
の
雲
山
金
鑛
買
收
な
ど
を
0
っ
て
い
る
︒

第
六
違
は
︑
日
中
戰
爭
開
始
以
後
の
皇
民
	
政
策
の
展
開
と
太
�
洋
戰
爭

*
の
�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
關
係
の
展
開
を
0
っ
て
い
る
︒
そ
の
一
部
は
第
五

違
の
0
う
時
*
と
重
な
っ
て
い
る
︒
四
 
四
六
頁
か
ら
な
り
︑
第
四
違
に
�

ぐ
長
さ
で
あ
る
︒

ま
ず
︑
皇
民
	
政
策
に
つ
い
て
︑
神
社
參
拜
の
強
制
と
長
老
=
敎
會
の
抵

抗
に
對
す
る
彈
壓
︑
日
本
語
使
用
の
園
底
︑
創
氏
改
名
を
中
心
に
述
べ
︑
�

後
の
項
で
臨
時
政
府
の
光
復
軍
創
設
と
金
日
成
部
v
の
ソ
聯
領
移
動
に
つ
い

て
觸
れ
て
い
る

(
第
一
 
)
︒

つ
い
で
︑
日
本
の
對
英
米
戰
爭
開
戰
の
經
雲
︑
臨
時
政
府
の
對
日
宣
戰
布

吿
と
そ
れ
に
對
す
る
米
國
の
不
承
X
︑
中
國
に
お
け
る
光
復
軍
の
活
動
や
�

鮮
民
族
獨
立
同
&
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

(第
二
 
)
︒
日
本
の
東

條
英
機
陸
相
が
﹁
(中
國
か
ら
)
撤
兵
を
す
れ
ば
︑
滿
洲
國
も
危
う
く
な
る
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し
︑
�
鮮
瓜
治
も
危
う
く
な
る
﹂
と
語
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
の
は

(一
七
三
頁
)︑
]
民
地
荏
配
の
維
持
と
.
略
戰
爭
の
擴
大
と
の
密
接
な
關
聯

を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
w
切
で
あ
る
︒

第
三
 
は
︑
聯
合
國
宣
言

(一
九
四
二
年
一
F
)
や
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
會
談

(一
九
四
三
年
一
F
)
に
示
さ
れ
た
聯
合
國
の
戰
爭
x
行
方
針
︑
米
國
諜

報
・
特
務
機
關
の
對
樞
軸
國
工
作
活
動
と
そ
の
一
o
と
し
て
の
�
鮮
に
關
す

る
﹁
オ
リ
ヴ
ィ
ア
計
劃
﹂︑
日
本
の
﹁
大
東
亞
政
略
指
n
大
綱
﹂
と
﹁
大
東

亞
會
議
﹂
開
催
︑
聯
合
國
首
腦
の
カ
イ
ロ
會
談
・
テ
ヘ
ラ
ン
會
談
と
米
國
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
瓜
領
に
よ
る
�
鮮
信
託
瓜
治
�
想
の
提

案
に
つ
い
て
︑
詳
し
く
述
べ
て
い
る
︒
聯
合
國
側
が
樞
軸
國
を
無
條
件
影
伏

に
y
い
�
む
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
︑
無
條
件
影
伏
の
場
合
は
現
在
の

體
制
の
"
壞
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
︑
樞
軸
國
が
猛
烈
な
抵
抗
を
續
け
︑
�

鮮
に
お
け
る
皇
民
	
政
策
も
い
っ
そ
う
強
	
さ
れ
た
と
︑
著
者
は
述
べ
て
い

る

(一
七
六
頁
)︒
樞
軸
國
の
猛
烈
な
抵
抗
と
の
關
聯
は
そ
う
で
あ
ろ
う
が
︑

�
鮮
に
お
け
る
皇
民
	
政
策
の
強
	
と
ど
の
よ
う
に
關
聯
し
て
い
る
か
︑
具

體
�
に
檢
討
す
る
必
�
が
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
カ
イ
ロ
會
談
に
つ
い
て
︑
一
九

四
三
年
一
一
F
の
﹁
大
東
亞
會
議
﹂
開
催
の
直
後
に
開
か
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
︑﹁
ア
ジ
ア
に
お
い
て
]
民
地
荏
配
を
し
て
き
た
と
い
う
﹁
z
債
﹂
を

か
か
え
て
い
た
聯
合
國
側
は
︑
戰
爭
に
お
け
る
Z
義
面
に
お
い
て
日
本
が
挑

戰
し
て
き
た
こ
と
に
對
し
て
︑
見
過
ご
し
て
濟
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
っ
た
﹂
(一
七
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
指
摘
を
;
け
て
︑
カ
イ
ロ

宣
言
で
�
鮮
の
解
放
と
獨
立
が
言
[
さ
れ
る
に
至
っ
た
諸
�
因
の
檢
討
を
深

め
る
必
�
が
あ
ろ
う
︒

第
四
 
は
︑
日
本
の
東
條
內
閣
總
辭
職

(一
九
四
四
年
七
F
)
以
影
に
お

け
る
�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
關
係
の
變
動
︱
日
本
の
敗
戰
と
�
鮮
瓜
治
の
,
焉
︑

�
鮮
の
分
割
占
領
︱
の
過
?
を
0
い
︑
�
後
の
項
で
第
二
�
世
界
大
戰
後
の

在
日
韓
國
・
�
鮮
人
問
題
に
言
[
し
て
い
る
︒

著
者
は
︑
(一
)
一
九
四
五
年
に
入
っ
て
か
ら
の
ソ
聯
を
�
じ
た
和
�
工

作
を
試
み
た
た
め
︑
日
本
の
影
伏
が
遲
れ
て
︑
�
鮮
問
題
に
も
重
大
な
影
@

を
も
た
ら
し
た
こ
と
︑
(
二
)
米
國
諜
報
機
關
の
O
S
S
は
﹁
オ
リ
ヴ
ィ
ア

計
劃
﹂
の
繼
承
計
劃
を
立
て
︑
光
復
軍
の
擴
閏
・
訓
練
を
Y
め
た
が
︑
日
本

の
影
伏
で
中
止
さ
れ
た
こ
と
︑
(
三
)
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
\
死

(一
九
四

五
年
四
F
)
で
ト
ル
ー
マ
ン
が
米
大
瓜
領
に
就
任
す
る
が
︑
外
'
は
國
務
�

官
グ
ル
ー
に
依
存
し
︑
グ
ル
ー
の
勸
め
で
反
共
反
ソ
の
展
開
の
た
め
に
日
本

を
溫
存
す
る
政
策
が
登
場
し
た
こ
と
︑
(四
)
ソ
聯
の
對
日
參
戰
後
︑
米
國

は
ソ
聯
の
�
鮮
單
獨
占
領
を
阻
止
す
る
た
め
︑
分
割
占
領
案
を
提
示
し
︑
三

八
度
線
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
︑
詳
し
く
說
#
し
て
い
る
︒
ま

た
︑
一
九
四
四
年
に
中
國
の
k
英
大
使
~
維
鈞
が
外
'
部
に
提
出
し
た
�
見

書
に
︑
日
本
影
伏
後
の
�
鮮
臨
時
政
府
の
外
'
・
國
防
・
警
察
部
門
に
中
國

人
~
問
を
置
く
�
想
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
�
目
し
︑
﹁
か
つ
て
の
中
�

宗
屬
關
係
の
よ
う
な
も
の
を
再
�
築
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
﹂

(一
八
五
頁
)
と
�
價
し
て
い
る
︒

｢お
わ
り
に
﹂
は
︑
第
六
違
ま
で
を
承
け
て
︑
九
項
に
わ
た
る
﹁
ま
と
め
﹂

を
述
べ
て
い
る
︒
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
の
で
︑
�
者
が
重
�
と
V
斷
し
た
も

の
の
み
を
紹
介
す
る
︒

｢日
本
の
敗
戰
後
の
�
鮮
分
割
占
領
と
瓜
治
﹂
の
項
で
は
︑
國
際
政
治
に

お
い
て
�
鮮
の
分
斷
が
回
�
し
う
る
可
能
性
な
ど
を
再
檢
討
す
る
必
�
性
を

論
じ
︑
日
本
の
分
斷
回
�
と
�
鮮
の
分
斷
繼
續
と
い
う
對
照
�
な
狀
況
の
歷

�
�
な
重
さ
を
銘
記
し
て
お
く
必
�
を
說
い
て
い
る
︒

｢米
國
の
�
鮮

(韓
國
)
政
策
﹂
の
項
で
は
︑
(一
)
米
國
に
と
っ
て
�
鮮
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は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
紛
爭
の
種
と
な
る
﹁
困
っ
た
存
在
﹂
と
み
て
︑
日
本

に
委
ね
︑﹁
積
極
�
な
不
介
入
﹂
を
續
け
︑﹁
周
旋
條
項
﹂
に
基
づ
く
T
助
の

願
い
を
無
視
し
た
︑
(二
)
]
民
地
*
に
は
�
鮮
獨
立

動
を
荏
持
し
た
り
︑

日
本
の
�
鮮
瓜
治
自
體
に
は
衣
議
を
唱
え
た
り
は
し
な
か
っ
た
︑
(三
)

F
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
�
鮮
の
解
放
を
日
本
軍
國
�
義
撲
滅
の
上
か
ら
も

j
ん
だ
が
︑
�
鮮
人
が
獨
立
國
家
を
維
持
し
て
い
く
能
力
に
は
懷
疑
�
・
否

定
�
な
見
方
を
し
て
お
り
︑
そ
の
こ
と
が
信
託
瓜
治
�
想
に
つ
な
が
っ
た
︑

(四
)
�
鮮
の
分
割
占
領
は
﹁
禁
じ
手
﹂
で
あ
り
︑
�
鮮
の
分
斷
の
責
任
は
︑

一
義
�
に
分
割
占
領
を
提
案
し
た
米
國
に
あ
る
と
い
っ
て
差
し
荏
え
な
い

(二
二
六
頁
)
と
論
じ
て
い
る
︒

｢ロ
シ
ア
・
ソ
聯
の
�
鮮

(韓
國
)
政
策
﹂
の
項
で
は
︑﹁
ロ
シ
ア
・
ソ
聯

に
と
っ
て
︑
�
鮮
・
韓
國
は
�
く
離
れ
た
國
で
あ
り
︑
し
か
も
中
國
や
日
本
︑

特
に
敵
對
關
係
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
日
本
と
の
關
聯
で
み
る
こ
と
が
多

く
︑
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
一
義
�
な
利
L
關
係
を
C
す
る
國
で
は
な
か
っ

た
﹂
(二
二
七
頁
)
と
し
て
い
る
︒
こ
の
�
價
に
つ
い
て
は
︑
議
論
の
餘
地

が
あ
る
︒

�
後
の
﹁
獨
立

動
の
分
裂
と
�
鮮
�
島
の
今
後
﹂
の
項
で
は
︑﹁
特
に

�
鮮
獨
立
を
阻
止
す
べ
く
壓
力
を
か
け
續
け
た
日
本
に
よ
っ
て
︑
�
鮮
獨
立


動
が
瓜
一
し
た
動
き
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
︑
そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
�
鮮
瓜
治
*
に
お
け
る
日
本
の
力
・
存
在
感
が
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
︑
そ
れ
で
も
�
鮮
は
﹁
日
本
	
﹂
さ
れ
る
こ
と
な
く
獨
自
性
を
維
持
し

つ
づ
け
て
き
た
し
︑
現
在
も
維
持
し
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
﹂
と
論
じ
て
い
る
︒

四

�
�
敍
述
は
︑
自
身
の
硏
究
の
上
に
︑
內
外
の
先
行
硏
究
を
で
き
る
だ
け

多
く
參
看
し
︑
硏
究
蓄
積
が
乏
し
い
部
分
に
つ
い
て
は
關
聯
�
料
に
も
當
た

り
︑
對
象
に
つ
い
て
バ
ラ
ン
ス
あ
る
敍
述
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
苦
勞
し
て
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
て
も
︑
專
門
書
や
單
行
の
硏
究
論

�
ほ
ど
に
は
高
く
�
價
さ
れ
な
い
︒
長
田
氏
は
︑
國
分
良
成
3
著
﹃
現
代
東

ア
ジ
ア

︱
︱
�
鮮
�
島
・
中
國
・
臺
灣
・
モ
ン
ゴ
ル
﹄
(
慶
應
義
塾
大
學

出
版
會
︑
二
〇
〇
九
年
)
に
﹁
�
鮮
王
�
末
*
お
よ
び
日
本
瓜
治
*
の
�
鮮

(韓
國
)﹂
を
發
表
し
て
い
る
︒
こ
の
五
〇
頁
の
敍
述
を
基
に
し
て
︑
三
年
ほ

ど
の
う
ち
に
さ
ら
に
多
く
の
內
容
を
y
加
・
補
強
し
て
刊
行
し
た
の
が
本
書

で
あ
る
︒
ま
ず
は
そ
の
勞
苦
の
ほ
ど
を
稱
え
た
い
︒

本
書
の
�
成
點
は
︑
�
鮮
�
代
�
で
も
な
く
︑
單
な
る
�
代
日
�
關
係
�

で
も
な
く
︑
�
代
の
�
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
關
係
の
展
開
を
日
本
と
の
關
係
を

中
心
に
敍
述
す
る
と
い
う
課
題
を
設
定
し
て
︑
基
本
�
に
そ
の
課
題
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
︒

國
際
關
係
の
展
開
に
つ
い
て
は
︑
特
に
米
國
の
對
�
鮮
政
策
︑
高
宗
や
�

鮮
の
獨
立

動
家
の
米
國
政
權
へ
の
働
き
か
け
︑
在
�
米
國
人
宣
敎
師
の
動

向
︑
雲
山
金
鑛
問
題
な
ど
を
中
心
に
し
て
︑
米
�
關
係
︑
�
鮮
を
め
ぐ
る
日

米
關
係
が
系
瓜
�
に
丁
寧
に
敍
述
さ
れ
て
お
り
︑
他
書
の
y
隨
を
許
さ
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
︒
ま
た
︑
日
淸
戰
爭
*
か
ら
﹁
韓
國
)
合
﹂
ま
で
の
ロ
シ
ア

の
�
鮮
政
策
︑
三
・
一

動
後
か
ら
太
�
洋
戰
爭
*
ま
で
の
中
國
の
�
鮮
政

策
に
つ
い
て
も
詳
し
く
敍
述
さ
れ
て
お
り
︑
學
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
︒

ま
た
︑
事
實
を
淡
々
と
敍
述
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
各
違
の
紹
介
で
示
し

た
よ
う
に
︑
隨
�
で
重
�
な
事
項
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
解
が
表
#
さ
れ
て
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お
り
︑
論
議
を
呼
ぶ
敍
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
︑
本
書
の
積
極
面
と
し
て

�
價
で
き
る
︒

こ
の
よ
う
に
本
書
は
優
れ
た
﹁
�
�
�
槪
說
書
﹂
で
あ
る
が
︑
そ
の
示
さ

れ
た
論
點
の
一
部
に
つ
い
て
は
�
見
を
述
べ
た
い
點
も
あ
り
︑
敍
述
の
內
容

に
つ
い
て
は
改
善
を
希
j
し
た
い
點
も
あ
る
︒
以
下
︑
順
を
y
っ
て
︑
�
者

の
�
見
を
述
べ
た
い
︒

ま
ず
第
一
に
︑
第
一
違
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
﹁
東
ア
ジ
ア
國
際
シ
ス

テ
ム
﹂
に
關
し
て
で
あ
る
︒
著
者
は
︑﹁
東
ア
ジ
ア
國
際
シ
ス
テ
ム
﹂
に

つ
い
て
︑﹁
中
國

(淸
)
を
宗
�
國
︑
周
邊
地
域
を
�
貢
國
と
す
る
一
種
の

上
下
關
係
が
存
在
す
る
册
封
體
制
﹂
と
說
#
し
︑﹁
日
本
は
︑﹁
大
陸

(中

國
)︱
︱
�
島

(�
鮮
)︱
︱
島
國

(日
本
)﹂
と
い
う
東
ア
ジ
ア
國
際
シ
ス

テ
ム
の
序
列
に
お
い
て
は
下
位
に
位
置
附
け
ら
れ
た
も
の
の
︑
正
に
海
を
�

て
た
島
國
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
枠
の
外
に
も
お
か
れ
︑
中
國
の
影
@
は

�
鮮
な
ど
の
中
國
と
地
續
き
の
國
と
は
ち
が
い
︑
直
接
に
は
[
ば
な
か
っ

た
﹂
(一
〇
頁
)
と
論
じ
て
い
る
︒
こ
れ
で
は
︑
日
本
は
�
鮮
の
下
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
︑
�
信
使
の
=
>
に
2
す
れ
ば
︑
そ
の

よ
う
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
ま
た
︑
日
本
は
東
ア
ジ
ア
國
際
シ
ス
テ
ム

の
﹁
枠
外
に
も
﹂
置
か
れ
た
と
は
︑
ど
う
い
う
�
味
に
お
い
て
な
の
か
︑
說

#
を
附
け
加
え
る
必
�
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

第
二
に
︑
同
じ
く
第
一
違
に
お
い
て
︑
日
本
の
開
國
と
そ
の
後
の
對
外
X

識
と
の
關
係
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
著
者
は
︑﹁
日
本

で
は
︑﹁
黑
<
﹂
に
し
て
や
ら
れ
た
と
い
う
危
機
�
識
︑
被
L
者
�
識
を
も

つ
に
い
た
り
︑
國
際
政
治
は
力
が
も
の
を
い
う
世
界
で
あ
る
︑
日
本
も
力
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
X
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
︑
こ
れ
ら
の

X
識
は
�
�
ア
ジ
ア
諸
國
・
地
域
に
對
す
る
�
勢
や
政
策
の
基
盤
と
な
っ
た

と
い
え
よ
う
﹂
(一
三
頁
)
と
論
じ
て
い
る
︒
こ
の
表
現
で
は
︑
日
本
が
一

路
︑
�
�
諸
國
・
地
域
に
對
し
て
力
に
も
の
を
い
わ
せ
る
政
策
を
展
開
し
た

と
理
解
す
る
こ
と
に
な
り
︑
と
も
に
改
革
を
Y
め
︑
聯
携
す
る
政
策
を
展
開

す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
︒

第
三
に
︑
第
六
違
で
言
[
し
て
い
る
~
維
鈞
大
使
の
�
見
書
に
關
わ
っ
て
︑

宗
屬
關
係
の
よ
う
な
も
の
を
再
�
築
し
よ
う
と
し
た
と
�
價
し
て
い
る
點
に

つ
い
て
で
あ
る
︒
中
國
人
~
問
は
米
國
人
︑
ソ
聯
人
の
~
問
と
と
も
に
配
置

さ
れ
る
�
想
で
あ
り
︑
か
つ
て
の
﹁
宗
屬
關
係
﹂
の
復
活
と
は
捉
え
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
︒

第
四
に
︑
第
六
違
と
﹁
お
わ
り
に
﹂
で
論
じ
て
い
る
�
鮮
分
斷
の
責
任
に

關
し
て
で
あ
る
︒
著
者
は
︑
分
割
占
領
を
提
案
し
た
米
國
に
第
一
義
�
な
責

任
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
︑
こ
と
は
そ
の
よ
う
に
單
純
で
は
な
い
と
考
え

る
︒
日
本
が
ソ
聯
を
�
じ
た
和
�
工
作
を
試
み
て
︑
そ
の
影
伏
が
遲
れ
た
と

も
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
︑
日
本
の
影
伏
が
ド
イ
ツ
影
伏
の
/
に
な

さ
れ
た
場
合
に
は
︑
ソ
聯
の
對
日
參
戰
も
な
く
︑
�
鮮
は
瓜
一
し
た
獨
立
國

家
を
形
成
で
き
た
で
あ
ろ
う
︒
日
本
の
責
任
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
︒

著
者
は
�
鮮
分
斷
の
回
�
の
可
能
性
を
再
檢
討
す
る
必
�
が
あ
る
と
も
述
べ

て
い
る
の
で
︑
�
鮮
分
斷
の
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
も
再
檢
討
し
て
ほ
し
い

と
思
う
︒

第
五
に
︑
怨
し
い
硏
究
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
が

い
く
つ
か
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
︒

そ
の
一
つ
は
︑
江
華
島
事
件
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
著
者
は
︑﹁
雲
揚
號
は
︑

江
華
島
南
東
に
あ
る
草
芝
鎭
に
飮
料
水
を
求
め
た
と
こ
ろ
︑
�
鮮
側
が
發
�

し
た
た
め
︑
應
戰
し
た
﹂
(
二
一
頁
)
と
い
う
か
つ
て
の
�
說
に
從
っ
た
敍

述
を
し
て
い
る
︒
鈴
木
淳
氏
は
�
料
紹
介
﹁﹁
雲
揚
﹂
艦
長
井
上
良
馨
の
#
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治
八
年
九
F
二
九
日
附
け
江
華
島
事
件
報
吿
書
﹂
(﹃
�
學
雜
誌
﹄
第
一
一
一

卷
第
一
二
號
︑
二
〇
〇
二
年
)
を
發
表
し
て
︑
か
つ
て
の
�
說
が
井
上
良
馨

艦
長
の
一
〇
F
八
日
附
の
改
訂
報
吿
書
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
︑

九
F
二
九
日
附
の
報
吿
書
が
あ
り
︑
そ
こ
に
は
﹁
飮
料
水
を
求
め
た
こ
と
﹂

の
記
載
が
な
い
こ
と
を
含
め
て
改
訂
報
吿
書
と
の
あ
い
だ
に
か
な
り
の
相
�

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒
こ
の
怨
し
い
硏
究
成
果
が
參
照
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
︒

ま
た
︑
�
鮮
人
の
戰
時
勞
働
力
動
員
︑﹁
從
軍
慰
安
t
﹂
(﹁
從
軍
慰
安
t
﹂

で
は
本
人
の
自
發
�
�
思
に
よ
る
か
の
よ
う
に
;
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
︑
日
本
軍
﹁
慰
安
t
﹂︑
軍
v
﹁
慰
安
t
﹂
と
表
現
す
べ
き
で
あ
ろ

う
)
の
強
制
性
に
つ
い
て
は
︑
指
摘
が
あ
る
も
の
の

(一
五
八
～
六
三
頁
)︑

曖
昧
さ
が
殘
っ
て
い
る
と
感
じ
た
︒
こ
の
違

(第
五
違
)
の
�
�
參
考
・
引

用
�
獻
に
︑
勞
働
力
動
員
に
關
す
る
も
の
と
し
て
は
外
村
大
氏
の
著
書
︑
山

田
昭
�
氏
ら
の
共
著
書
︑
軍
v
慰
安
t
に
關
し
て
は
吉
見
義
#
氏
の
著
書
︑

尹
#
淑
氏
の
著
書
が
揭
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
ら
の
硏
究
成
果
に
基
づ

い
て
︑
強
制
性
を
よ
り
#
確
に
敍
述
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
︒

第
六
に
︑
い
く
つ
か
の
事
項
の
敍
述
に
�
り
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑
壬
午
軍

亂
時
の
大
院
君
拉
致
に
先
立
つ
八
F
二
三
日
に
︑﹁
�
淸
商
民
水
陸
貿
易
違

?
﹂
が
閲
結
さ
れ
た

(二
八
頁
)
と
あ
る
が
︑
こ
の
日
附
は
陰
曆
で
あ
っ
て
︑

陽
曆
で
は
一
〇
F
四
日
で
あ
り
︑
當
然
な
が
ら
大
院
君
の
拉
致
後
に
な
る
︒

つ
い
で
な
が
ら
︑﹁
閲
結
﹂
と
は
兩
國
が
合
�
し
た
こ
と
の
言
い
奄
え
で
あ

り
︑
違
?
が
淸
國
皇
N
の
裁
可
に
よ
り
成
立
し
た
の
は
陽
曆
で
は
一
〇
F
二

三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
一
八
八
七
年
に
=
>
さ
れ
た
初
代
k
米
公
使
の

﹁
朴
定
陽
は
︑
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
k
米
淸
國
公
使
館
の
指
示
を
う
け
た
﹂

(三
二
頁
)
と
し
て
い
る
︒
實
際
に
は
︑
淸
國
公
使
の
下
位
に
立
つ
こ
と
を

求
め
た
淸
國
側
の
條
件
に
從
わ
ず
に
︑
淸
國
と
の
閒
に
紛
爭
を
起
こ
し
て
い

る
︒
甲
午
改
革
に
關
し
て
の
說
#
は
ご
く
鯵
單
で
あ
り

(四
二
頁
)︑﹁
租
稅

の
自
動
	
﹂︑﹁
議
政
府
な
ど
八
衙
門
の
設
置
﹂
な
ど
︑
不
正
確
な
記
述
が
あ

る

(正
し
く
は
﹁
租
稅
の
整
理
瓜
合
と
金
�
	
﹂︑﹁
議
政
府
の
改
革
と
八
衙

門
の
怨
設
﹂
で
あ
る
)︒
一
九
〇
六
年
の
瓜
監
府
の
施
策
と
し
て
︑
保
安
規

則
の
公
布
︑
裁
V
事
務
に
關
す
る
法
律
の
公
布
を
揭
げ
て
い
る
が

(八
一

頁
)︑
こ
れ
ら
は
在
�
日
本
人
向
け
の
法
令
で
あ
る
︒

第
七
に
︑
い
さ
さ
か
�
記
が
目
立
つ
︒﹁
齎
浦
﹂
(四
頁
)
は
﹁
薺
浦
﹂︑

﹁
乙
酉
6
定
﹂
(九
頁
)
は
﹁
己
酉
6
條
﹂
︑﹁
別
映
軍
﹂
(二
七
頁
)
は
﹁
別

技
軍
﹂︑﹁
k
箚
�
鮮
總
班
'
涉
�
商
事
宜
﹂
の
中
の
﹁
總
班
﹂
(三
二
頁
)

は
﹁
總
理
﹂
︑
﹁
訓
練
v
﹂
(
四
五
～
四
六
頁
)
は
﹁
訓
鍊
v
﹂︑﹁
#
成
皇
后

殉
國
崇
募
碑
﹂
の
中
の
﹁
崇
募
﹂
(四
七
頁
)
は
﹁
崇
慕
﹂
︑﹁
尹
炳
始
﹂
(四

八
頁
)
は
﹁
金
炳
始
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
︒

以
上
︑
七
點
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
た
こ
と
は
︑
本
書
の
價
値
を
大
き
く
損

な
う
も
の
で
は
な
い
︒
多
く
の
方
の
閱
讀
を
願
っ
て
筆
を
置
き
た
い
︒

二
〇
一
三
年
七
F

東
京

慶
應
大
學
出
版
會

B
五
V

八+

二
七
四
頁

二
四
〇
〇
圓+

稅
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